
少
し
前
の
時
代
の
学
生
は
、
卵
管
の
こ
と
を
「
フ
ァ
ロ
ッ
ピ
ウ

ス
管
」
と
呼
ぶ
こ
と
を
習
っ
た
。

「
フ
ァ
ロ
ッ
ピ
オ
」
は
イ
タ
リ
ア
語
、
「
フ
ァ
ロ
ッ
ピ
ウ
ス
」
は

ラ
テ
ン
語
、
彼
の
名
の
ス
ペ
ル
は
、
１
と
ｐ
の
数
が
一
定
で
な
く
、

私
の
知
る
だ
け
で
六
種
類
も
あ
る
。
当
時
は
、
ス
ペ
ル
が
統
一
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

北
イ
タ
リ
ア
の
パ
ド
ヴ
ァ
大
学
に
は
、
一
五
九
四
年
に
造
ら
れ

た
、
世
界
に
現
存
す
る
中
で
最
も
古
い
解
剖
示
説
室
が
あ
る
。
ガ

ブ
リ
エ
ー
レ
・
フ
ァ
ロ
ッ
ピ
オ
（
⑦
“
言
匡
①
甸
豐
Ｏ
ｇ
５
）
は
、
こ

れ
を
造
っ
た
ジ
ロ
ラ
モ
・
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ィ
オ
の
師
で
あ
る
。

当
時
の
パ
ド
ヴ
ァ
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ア
と
並
ん
で
世
界
の
解
剖
学

の
メ
ッ
カ
で
あ
っ
た
。
私
は
、
現
在
の
解
剖
学
教
室
の
建
物
の
前

を
走
る
「
ガ
ブ
リ
エ
ー
レ
・
フ
ァ
ロ
ッ
ピ
オ
通
り
（
ぐ
国
⑦
四
耳
邑
の
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卵
管
の
発
見
者
、
ガ
ブ
リ
エ
ー
レ
・

フ
ァ
ロ
ッ
ビ
オ
に
つ
い
て

藤
田
尚
男

厨
言
弓
さ
こ
を
経
て
、
聖
ア
ン
ト
ニ
オ
寺
院
を
訪
ね
た
。
こ
こ
に

「
フ
ァ
ロ
ッ
ピ
オ
夫
妻
の
墓
」
が
あ
る
。

彼
は
一
五
二
三
年
に
モ
デ
ナ
に
生
ま
れ
、
ニ
ッ
コ
ロ
・
マ
シ
ェ

ラ
に
学
ぶ
。
一
五
四
八
年
に
フ
ェ
ラ
ー
ラ
に
移
り
、
薬
学
の
講
義

と
人
体
解
剖
に
従
事
す
る
。
一
五
四
九
年
に
ピ
サ
の
外
科
学
と
解

剖
学
の
教
授
に
な
り
、
一
五
五
一
年
に
パ
ド
ヴ
ァ
に
移
り
、
一
五

六
二
年
に
三
十
九
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
外
科
学
と
解
剖
学
の
教
授

と
、
植
物
園
長
を
兼
ね
た
。
そ
の
た
め
に
「
フ
ァ
ロ
ッ
ピ
オ
通
り
」

の
道
し
る
べ
に
は
、
名
前
の
下
に
「
解
剖
学
者
、
植
物
学
者
、
外

科
学
者
」
と
書
か
れ
て
あ
る
。

彼
の
前
任
は
、
一
年
で
パ
ド
ヴ
ァ
を
去
っ
た
レ
ァ
ル
ド
・
コ
ロ

ン
ボ
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
前
任
が
近
世
解
剖
の
祖
、
「
フ
ァ
ブ
リ

カ
」
の
著
者
、
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
で
あ
っ
た
。

若
く
し
て
他
界
し
た
彼
の
解
剖
学
の
主
著
は
、
死
の
一
年
前
、

一
五
六
二
年
に
出
た
「
解
剖
学
観
察
（
○
房
の
計
ぐ
国
営
○
邑
の
的

Ｐ
一
愚
ｇ
目
８
①
）
」
だ
け
だ
っ
た
。
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
で
出
版
さ
れ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
は
、
縦
十
五
糎
、
横
十
糎
の
小
型
で
、
二
二
三
頁
（
左
右
あ

わ
せ
て
一
頁
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
実
際
は
こ
の
倍
）
か
ら
な
り
、
図

は
ま
っ
た
く
な
い
。
一
五
四
三
年
の
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
フ
ァ
ブ
リ
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力
が
縦
五
十
糎
、
横
三
十
糎
、
豊
富
な
図
を
併
せ
て
七
百
頁
の
大

著
で
あ
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
解
剖

学
観
察
」
は
、
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
に
沿
っ
て
観
察
し
多
く
の
誤
り
を

正
し
、
綿
密
な
新
知
見
と
見
解
を
記
し
て
い
る
の
で
評
価
が
高
い
。

そ
の
序
文
に
詳
細
な
解
剖
図
譜
を
出
版
す
る
計
画
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
が
、
早
逝
し
た
た
め
に
果
た
せ
な
か
っ
た
。
結
核
だ
っ
た
と

い
二
つ
Ｏフ

ァ
ロ
ッ
ピ
オ
が
パ
ド
ヴ
ァ
に
来
た
の
は
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が

去
っ
た
後
で
あ
り
、
一
緒
に
研
究
室
に
い
た
こ
と
は
な
い
が
、
「
自

ら
の
手
で
解
剖
し
自
身
の
眼
で
詳
細
に
観
察
す
る
」
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
、
フ
ァ
ブ
リ
カ
か
ら
得
た
多
く
の
知
識
を
下
敷
に
し
て

新
知
見
を
発
見
し
て
い
っ
た
こ
と
や
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
彼
を
高

く
評
価
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
フ
ァ
ロ
ッ
ピ
オ
は
パ
ド
ヴ
ァ

の
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
系
統
を
引
く
高
弟
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

「
解
剖
学
観
察
」
は
古
い
ラ
テ
ン
語
で
言
か
れ
、
読
破
す
る
の
は

至
難
で
あ
る
が
、
一
九
六
四
年
に
モ
デ
ナ
か
ら
出
た
⑦
号
凰
①
冒

罰
侭
冨
と
弓
閏
匡
①
昌
国
四
日
の
イ
タ
リ
ア
語
の
解
説
と
訳
が
あ

る
0

フ
ァ
ロ
ッ
ピ
オ
は
、
聴
覚
器
の
卵
円
窓
、
正
円
窓
、
蝸
牛
、
半

規
管
、
前
庭
階
、
鼓
室
階
の
か
な
り
正
確
な
記
載
、
頭
部
顔
面
の

筋
や
外
側
翼
突
筋
の
発
見
、
咬
筋
の
機
能
の
分
析
、
口
蓋
帆
張
筋

と
帆
挙
筋
の
記
載
、
眼
瞼
挙
筋
、
喉
頭
筋
、
大
腿
四
頭
筋
の
分
析
、

卵
管
の
発
見
、
卵
巣
の
成
熟
卵
胞
や
黄
体
ら
し
き
も
の
の
記
載
、

臭
索
、
副
神
経
、
舌
下
神
経
の
発
見
、
滑
車
神
経
の
支
配
筋
の
解

明
、
三
叉
神
経
、
内
耳
神
経
、
舌
咽
神
経
、
頸
動
脈
、
脳
底
動
脈

の
優
れ
た
観
察
、
顔
面
神
経
や
鼓
索
神
経
と
そ
れ
の
通
る
骨
の
管

（
顔
面
神
経
管
）
の
記
載
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
詳
細
な
知
見
を
得

て
い
る
と
い
う
。
か
っ
て
顔
面
神
経
管
も
フ
ァ
ロ
ッ
ピ
ウ
ス
管
と

呼
ば
れ
た
。

も
う
一
つ
の
大
き
い
功
績
は
、
顕
微
鏡
の
な
い
時
代
に
、
胃
腸

や
膀
胱
の
壁
の
三
眉
構
造
、
腎
杯
、
骨
化
の
状
態
な
ど
を
見
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
組
織
学
の
起
源
は
十
九
世
紀
の
初
め
と
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
三
百
年
も
前
の
彼
に
は
「
器
官
の
構
造
」
に
ま
で

関
心
を
も
つ
見
識
と
綿
密
さ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
・
広
島
大
学
名
誉
教
授
・
塩
野
義
製
薬
中
央
研
究
所
）
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